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保
障
を
確
保
す
る
た
め
、
国
家
情

報
戦
略
や
ス
パ
イ
防
止
法
の
導
入

に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
」
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。
国
民
民
主
党
、

日
本
維
新
の
会
、
日
本
保
守
党
も

同
様
の
ス
タ
ン
ス
だ
。
選
挙
後
に

検
討
を
始
め
る
動
き
も
あ
る
。
戦

争
に
つ
な
が
る
稀
代
の
悪
法
の
復

活
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

な
ぜ
参
政
党
の
よ
う
な
排
外
主
義

政
党
が
支
持
を
集
め
る
の
か
。
そ

れ
は
、
社
会
の
根
底
に
新
自
由
主

義
路
線
に
よ
る
人
び
と
の
生
活
苦

や
希
望
の
喪
失
が
あ
る
か
ら
で
は

な
い
か
。
本
当
の
敵
は
資
本
主
義

体
制
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

み
ず
か
ら
の
境
遇
を
嘆
く
あ
ま
り

「
外
国
人
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
、

そ
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
割
り
を

食
っ
て
い
る
」
と
い
う
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
に
の
せ
ら
れ
る
。

同
時
に
そ
こ
に
は
、
新
自
由
主
義

（
格
差
と
貧
困
の
拡
大
、
金
持
ち

を
絶
対
に
有
利
に
さ
せ
る
政
策
の

徹
底
、
そ
の
た
め
に
は
人
民
生
活

の
困
難
の
改
善
に
は
手
を
つ
け
ず

戦
争
準
備
・
軍
事
大
国
化
に
莫
大

な
金
を
費
や
す
資
本
主
義
体
制
）

と
明
確
に
対
決
す
る
野
党
や
労
働

組
合
の
姿
か
見
え
な
い
こ
と
、
と

り
わ
け
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
と
の

思
想
的
闘
争
を
避
け
る
態
度
へ
の

失
望
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
な

に
せ
ほ
と
ん
ど
の
野
党
や
労
働
組

合
が
政
府
の
防
衛
政
策
に
沈
黙
を

守
る
か
、
そ
れ
を
支
持
し
、
軍
事

費
を
削
り
人
民
の
た
め
に
使
え
と

は
言
わ
な
い
状
況
が
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
パ
レ
ス
チ
ナ

で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
終
わ
り
が

見
え
な
い
状
況
で
、
東
ア
ジ
ア
で

も
戦
争
の
緊
張
が
い
ま
だ
か
つ
て

な
く
高
ま
っ
て
い
る
。

戦
争
と
平
和
の
問
題
は
全
世
界
の

労
働
者
が
、
ど
う
い
う
出
自
で
あ

っ
て
も
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

手
を
つ
な
ぎ
団
結
し
て
い
く
べ
き

こ
と
を
教
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
平
和
を
求
め
、
労
働
者
が
搾

取
さ
れ
続
け
る
根
本
原
因
＝
資
本

主
義
を
乗
り
越
え
る
闘
い
を
ね
ば

り
強
く
つ
く
り
だ
そ
う
。

�

【
藤
本
愛
子
】

て
は
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
制
定
な

ど
を
主
な
政
策
に
掲
げ
、
こ
れ
が

ま
た
も
や
「
劇
場
型
」
の
選
挙
報

道
と
し
て
展
開
さ
れ
、
人
び
と
に

い
っ
そ
う
の
政
治
不
信
を
ば
ら
ま

き
、
同
時
に
真
の
問
題
点
か
ら
目

を
そ
ら
す
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
誰
が
選
ば
れ
よ
う
と
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
自
民
党
の
、
西
側
帝

国
主
義
の
世
界
戦
略
に
沿
っ
た
人

民
生
活
破
壊
、
戦
争
国
家
化
の
路

線
は
継
承
さ
れ
る
。

ス
パ
イ
防
止
法
の
制
定
を
許
す

な
！

先
の
参
院
選
で
は
外
国
人
バ
ッ
シ

ン
グ
や
排
外
主
義
が
横
行
し
た
。

特
に
参
政
党
は
「
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
」
を
掲
げ
て
ヘ
イ
ト
を
煽
っ

た
。
急
伸
張
し
た
参
政
党
が
制
定

を
め
ざ
し
て
い
る
の
が
「
ス
パ
イ

防
止
法
」
だ
。

ス
パ
イ
防
止
法
は
先
に
述
べ
た
戦

争
国
家
化
と
分
か
ち
が
た
く
結
び

つ
い
て
い
る
。
か
つ
て
自
民
党
は

１
９
８
５
年
に
そ
の
系
譜
に
あ
る

国
家
秘
密
法
を
国
会
に
提
出
し

た
。
当
時
の
中
曽
根
首
相
は
「
日

本
は
ス
パ
イ
天
国
」
と
法
整
備
の

重
要
性
を
訴
え
た
が
「
国
家
秘

密
」
の
中
身
が
無
限
定
に
広
が

り
、
取
材
報
道
の
自
由
や
市
民
生

活
を
脅
か
す
も
の
だ
と
す
る
反
対

の
声
が
広
が
り
廃
案
に
追
い
込
む

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
第
二
次

安
倍
政
権
の
２
０
１
３
年
、
特
定

秘
密
保
護
法
を
自
公
が
強
行
す
る

の
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
同

法
は
い
ま
だ
限
定
的
な
法
律
で
は

あ
る
。
そ
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
、
１
９
８
５
年
に
自
民

党
が
「
国
家
秘
密
法
案
」（
ス
パ

イ
防
止
法
案
）
を
提
出
し
た
と

き
、
統
一
協
会
（
世
界
平
和
統
一

家
庭
連
合
）
と
一
体
の
勝
共
連
合

が
署
名
・
請
願
運
動
を
熱
心
に
展

開
し
た
こ
と
だ
。
そ
し
て
そ
の
流

れ
が
安
倍
一
強
体
制
を
支
え
て
き

た
の
だ
。

現
在
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
を
目
論

ん
で
い
る
の
は
参
政
党
だ
け
で
は

な
い
。
自
民
党
の
参
院
選
公
約
に

も
「
諸
外
国
と
同
レ
ベ
ル
の
安
全

て
、
帝
国
主
義
勢
力
は
な
ん
と
し

て
も
こ
れ
ま
で
の
み
ず
か
ら
の
強

奪
的
な
搾
取
の
シ
ス
テ
ム
を
維
持

延
命
さ
せ
よ
う
と
、
よ
り
暴
力
的

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
資

本
主
義
国
家
は
、
そ
の
重
要
な
一

員
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

「
外
交
の
勝
利
」
な
の
か

石
破
首
相
は
退
陣
の
意
向
を
表
明

し
た
９
月
７
日
の
記
者
会
見
で

「
米
国
と
の
関
税
交
渉
に
一
定
の

区
切
り
が
つ
い
た
」
と
述
べ
た

が
、
と
て
も
成
果
を
上
げ
た
と
は

言
い
が
た
い
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア

は
「
自
動
車
に
対
す
る
25
％
の
関

税
を
15
％
に
削
減
し
た
」「
外
交

勝
利
」
な
ど
と
持
ち
上
げ
た
が
、

共
同
声
明
に
は
日
本
が
負
う
「
義

務
」
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
。
米
国

産
コ
メ
調
達
の
75
％
増
加
、
米
農

産
物
を
年
約
１
・
２
兆
円
追
加
購

入
、
こ
の
ほ
か
米
ボ
ー
イ
ン
グ
社

製
航
空
機
を
１
０
０
機
購
入
、
米

国
の
防
衛
装
備
品
や
半
導
体
の
年

間
調
達
額
を
数
十
億
ド
ル
増
、
な

ど
が
列
挙
さ
れ
た
。
さ
ら
に
日
本

か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
約
80
兆
円
の

莫
大
な
投
資
を
押
し
付
け
ら
れ

た
。
投
資
先
も
米
国
が
選
択
で
き

る
と
い
う
枠
組
み
だ
。
そ
れ
も
民

間
主
導
で
は
な
く
国
際
協
力
銀
行

（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）や
日
本
貿
易
保
険

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）の
保
証
付
き
な
ど
公

的
資
金
に
よ
る
投
資
な
の
だ
。こ

れ
が
や
が
て
日
本
の
政
治
・
経
済
・

財
政
を
圧
迫
し
、今
以
上
の
大
軍

拡
、農
業
破
壊
、物
価
高
、増
税
と

な
っ
て
日
本
の
勤
労
人
民
を
苦
し

め
る
の
は
必
至
で
は
な
い
か
。

総
裁
選
を
め
ぐ
っ
て
は
、
な
ん
の

反
省
も
目
新
し
さ
も
な
い
メ
ン
バ

ー
が
、
性
懲
り
も
な
く
、「
２
０

３
０
年
ま
で
に
賃
金
１
０
０
万
円

増
」「
中
選
挙
区
制
の
再
導
入
」

「
岸
田
・
石
破
政
権
の
継
承
」、
は

軍
に
よ
る
軍
事
訓
練
が
新
潟
県
の

上
越
市
と
妙
高
市
に
ま
た
が
る
関

山
演
習
場
で
24
日
ま
で
実
施
さ
れ

た
。
さ
ら
に
米
軍
は
山
口
県
岩
国

基
地
で
、
大
き
な
騒
音
を
伴
う
戦

闘
機
な
ど
の
離
着
陸
訓
練
を
17
日

か
ら
25
年
ぶ
り
に
開
始
し
た
。
自

衛
隊
は
こ
れ
ら
以
外
に
も
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
英
、
仏
を
は
じ
め
と
し
た
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
な
ど
と
二
国
間
・
多

国
間
で
の
合
同
軍
事
演
習
を
常
態

化
さ
せ
て
い
る
。
中
谷
元
・
防
衛

相
は
９
月
８
日
、
日
本
の
防
衛
相

と
し
て
は
10
年
ぶ
り
に
ソ
ウ
ル
を

訪
問
し
、
韓
国
の
安
圭
伯
国
防
相

と
会
談
し
た
。

ま
た
防
衛
省
の
有
識
者
会
議
は
、

19
日
の
提
言
で
原
子
力
潜
水
艦
保

有
の
検
討
を
示
唆
し
て
い
る
し
、

海
上
自
衛
隊
の
横
須
賀
地
方
総
監

部
は
最
大
の
護
衛
艦
「
い
ず
も
」

の
空
母
化
工
事
を
本
格
化
す
る
と

発
表
、
今
後
は
２
番
艦
の
「
か

が
」
と
と
も
に
Ｆ
‐
35
Ｂ
戦
闘
機

の
運
用
が
可
能
、
事
実
上
の
軽
空

母
と
す
る
予
定
だ
。

途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
戦
争
と
、

大
量
の
兵
器
の
生
産
・
販
売
・
使

用
を
繰
り
返
す
戦
争
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
資
本
主
義
体
制
を
維
持
す
る

た
め
の
も
の
だ
。
９
月
９
日
、
国

連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、

記
者
会
見
で
世
界
の
軍
事
費
は
昨

年
か
ら
９
％
以
上
増
え
、
過
去
最

高
の
２
兆
７
０
０
０
億
ド
ル
、
日

本
円
に
し
て
お
よ
そ
３
９
８
兆
円

に
達
し
た
と
発
表
し
た
。

発
展
途
上
国
の
安
価
な
労
働
力
と

豊
富
な
資
源
を
収
奪
す
る
こ
と
で

拡
大
し
続
け
た
先
進
資
本
主
義
社

会
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
や
い
わ
ゆ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
台
頭
に
示

さ
れ
る
世
界
構
造
の
変
化
の
も

と
、
い
ま
や
行
き
詰
ま
り
を
見
せ

て
い
る
。
こ
の
趨
勢
に
逆
ら
っ

兆
円
と
い
う
途
方
も
な
い
額
と
な

る
。

有
事
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
と
し

て
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
（
反
撃
能

力
）
の
保
有
に
つ
な
が
る
国
産
長

射
程
ミ
サ
イ
ル
や
、
攻
撃
型
ド
ロ

ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
無
人
ア
セ

ッ
ト
（
装
備
）
の
取
得
費
も
盛
り

込
ん
だ
。
攻
撃
型
ド
ロ
ー
ン
数
千

機
に
１
２
８
７
億
円
、
イ
ー
ジ

ス
・
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
の
整
備
な

ど
ミ
サ
イ
ル
防
衛
関
連
費
と
し
て

５
１
７
３
億
円
、
英
国
・
イ
タ
リ

ア
と
の
三
国
で
進
め
る
次
期
戦
闘

機
の
共
同
開
発
に
２
０
６
６
億
円

を
盛
っ
た
。

南
西
諸
島
で
は
那
覇
駐
屯
地
の
陸

上
自
衛
隊
第
15
旅
団
に
石
垣
・
宮

古
島
両
駐
屯
地
の
警
備
隊
を
組
み

入
れ
第
15
師
団
に
格
上
げ
、
人
員

を
現
状
の
約
１
・
７
倍
の
規
模
に

増
や
す
方
針
だ
。

か
つ
て
な
い
勢
い
で
戦
争
国
家
化

が
進
ん
で
い
る
。
９
月
11
日
か
ら

25
日
に
か
け
て
沖
縄
・
九
州
を
中

心
に
北
海
道
を
含
め
全
国
８
道
県

で
行
な
わ
れ
た
米
海
兵
隊
と
陸
上

自
衛
隊
に
よ
る
最
大
規
模
の
共
同

訓
練
「
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
・
ド
ラ
ゴ

ン
25
」
は
、
昨
年
の
倍
以
上
の
１

万
９
２
０
０
人
を
動
員
し
て
実
施

さ
れ
た
。「
対
中
国
」
を
念
頭
に

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
含
む
日
米
の

ミ
サ
イ
ル
網
を
大
量
動
員
す
る
危

険
な
訓
練
で
あ
る
（
２
面
参
照
）。

同
時
期
に
は
日
米
韓
共
同
訓
練

「
フ
リ
ー
ダ
ム
・
エ
ッ
ジ
25
」
も

行
な
わ
れ
た
。
東
シ
ナ
海
や
同
空

域
な
ど
で
海
空
・
サ
イ
バ
ー
領
域

を
含
む
複
合
的
な
作
戦
訓
練
だ
。

防
衛
省
は
、
９
月
12
日
、
北
海
道

千
歳
基
地
の
航
空
自
衛
隊
の
Ｆ
15

戦
闘
機
を
英
国
な
ど
に
展
開
し
部

隊
間
交
流
を
図
る
と
発
表
し
た
。

空
中
給
油
機
も
派
遣
す
る
。
同
16

日
、
陸
上
自
衛
隊
と
米
・
豪
の
陸

参
院
選
挙
で
の
大
敗
を
受
け
て
、

石
破
茂
首
相
が
９
月
17
日
に
退
陣

を
表
明
、
10
月
４
日
に
自
民
党
総

裁
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
間

「
辞
任
す
る
必
要
は
な
い
」
が
、

「
辞
任
す
べ
き
」
を
上
回
る
と
い

う
世
論
調
査
の
結
果
も
あ
り
、
首

相
官
邸
前
で
は
「
石
破
辞
め
る

な
」
デ
モ
が
複
数
回
行
な
わ
れ

た
。
自
民
党
内
旧
安
倍
派
を
中
心

と
し
た
右
翼
・
保
守
派
の
「
石
破

お
ろ
し
」
に
対
す
る
警
戒
心
か
ら

で
あ
ろ
う
が
、
判
官
び
い
き
も
甚

だ
し
い
。

石
破
の
約
１
年
間
の
在
任
期
間
中

に
評
価
で
き
る
点
が
あ
っ
た
と
い

う
の
だ
ろ
う
か
。
石
破
は
物
価
高

騰
に
苦
し
む
わ
た
し
た
ち
の
切
実

な
願
い
で
あ
る
消
費
税
減
税
を
一

貫
し
て
否
定
し
て
き
た
。
裏
金
議

員
を
か
ば
い
続
け
「
政
治
と
カ

ネ
」
の
問
題
は
１
ミ
リ
も
進
ん
で

い
な
い
。「
企
業
・
団
体
献
金
で

政
治
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
こ
と
は
な

い
」
と
強
弁
し
て
、
そ
の
禁
止
に

反
対
し
続
け
た
。
さ
ら
に
、
積
極

的
姿
勢
を
示
し
て
い
た
選
択
的
夫

婦
別
姓
制
度
導
入
も
、
首
相
就
任

後
に
態
度
を
一
変
さ
せ
た
。

急
速
に
進
む
戦
争
国
家
づ
く
り

そ
の
一
方
で
邁
進
し
た
の
は
大
軍

拡
の
道
だ
。
２
月
の
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
の
首
脳
会
談
で
は
防
衛
費

の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２

％
以
上
を
約
束
し
た
。
す
で
に
政

府
は
安
保
三
文
書
の
ひ
と
つ
「
防

衛
力
整
備
計
画
」
で
、
５
年
間
で

43
兆
円
も
の
軍
事
費
を
投
じ
る
こ

と
を
決
め
て
い
る
。
２
０
２
６
年

度
予
算
の
概
算
要
求
額
は
本
年
度

予
算
と
比
べ
て
約
１
５
０
０
億
円

増
、
過
去
最
大
の
８
・
８
兆
円
に

の
ぼ
っ
た
。
そ
れ
も
ト
ラ
ン
プ
が

要
求
す
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
費
３
・
５
％
を

受
け
入
れ
る
と
な
る
と
、
実
に
21

石
破
退
陣
と
自
民
党
総
裁
選
か
ら
見
え
る
も
の

戦
争
国
家
化
、排
外
主
義
の
拡
大
に
Ｎ
Ｏ
を

与那国町長選挙の結果をどう見るか� ２面２面

関東大震災朝鮮人虐殺と亀戸事件の追悼� ５面５面
連載：「Z世代」をとりまく閉塞状況①� ６〜７面６〜７面

労働時評＝労基法改悪をねらう危険な動向� ８面８面
抗日戦勝利80周年をめぐる状況批判� ９面９面
高まる米政権のベネズエラ軍事介入の危険� 10面10面
朝鮮労働党は現代世界をどう見ているか� 11面11面

宮古島の平良港下崎埠頭ゲート前で「ミサイル基地いらない宮古島住民連絡会」のメンバーらの2時間半におよ
ぶ抗議行動で陸自と米海兵隊との実動訓練「レゾリュート・ドラゴン25」で使われる車両の進入が阻止された。
写真右の白い船舶は車両を運んだPFI船「ナツチャンWorld」（9月13日　関連記事2・3面・12面編集部発）

レゾリュート・ドラゴン25の訓練車両を止めた！


